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【概要】  

FP(Fractional Polynomial)モデルは連続量説明変数の変数変換形式である。モデル構造が 

シンプルであることや数学的に扱いやすいこと、表現できる関数の範囲が広いことがこの

モデルの特徴である。モデルの構造や解析方法を理解するためには、数理統計学の知識が

必要不可欠である。また解析を行い、値を導出するためには、計算数学の考え方も必須で

ある。このように FP モデルを扱うためには様々な分野の知識や考え方を理解し、応用さ

せていかなくてはならない。その上で、FP モデルの予測精度をさらに高めるためにはど

のような改良が必要なのか、また精度の向上度合いはどのように評価するのかを考えるこ

とが今後の課題である。 

一方で、FP モデルには交互作用項を追加して解析を行う手法（MFPI: Multivariable 

Fractional Polynomial Interaction, MFPIgen: Multivariable Fractional Polynomial general 

Interaction）や時間依存効果を考慮して解析を行う手法（MFPT: Multivariable Fractional 

Polynomial Time）など拡張機能がいくつか存在する。研究の目的に合わせてこれらの機

能をどのように取り込むべきなのかも今後検討していく必要がある。 

本抄読会では、FP モデルの解析に関わる統計知識の共有に加え、モデルの改良と拡張に

ついて発表を行った。 
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